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　新型コロナウイルス感染症の影響により、本紙掲載の事業やイベントなどが中止または延期となる場合があります。
　本紙掲載の市が主催する事業に参加する際には、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、マスクの着用をお願いいた
します。また、体温が 37.5 度以上の方や体調不良の方は参加できません。ご自宅で体調を確認してからご来場ください。

20
年
分
の
あ
り
が
と
う
、　

　
　
　
　
そ
し
て
未
来
へ
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1
月
9
日
に
、
文
化
の
杜
交
流
館

コ
モ
ッ
セ
で
鹿
角
市
成
人
式
が
行
わ

れ
、
振
袖
や
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ

新
成
人
１
５
３
人
が
出
席
し
ま
し

た
。

　
昨
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で
中
止
と
な
り
、

２
年
ぶ
り
の
開
催
で
す
。
ま
た
、
例

年
は
８
月
16
日
に
開
催
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
年
度
は
成
人
の
日
に
あ
わ

せ
、
１
月
9
日
の
開
催
で
し
た
。
式

典
前
は
、
久
し
ぶ
り
の
友
人
と
の
再

会
を
喜
ん
だ
り
、
近
況
報
告
を
し
た

り
し
て
、
和
や
か
に
談
笑
し
て
い
ま

し
た
。

　
式
典
で
は
、
鹿
角
市
成
人
式
実
行

　

鹿
角
市
成
人
式
実
行
委
員
は
、

　

鹿
角
市
成
人
式
実
行
委
員
は
、

地
元
に
残
る
新
成
人
で
構
成
さ

地
元
に
残
る
新
成
人
で
構
成
さ

れ
、
成
人
式
の
開
催
ま
で
、
企
画

れ
、
成
人
式
の
開
催
ま
で
、
企
画

や
案
内
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合

や
案
内
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合

い
、成
人
式
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

い
、成
人
式
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

委
員
長
の
宮
本
海
青
さ
ん
が
「
懐
か

し
い
旧
友
と
の
再
会
を
祝
い
、
こ
れ

ま
で
私
た
ち
を
支
え
、
育
て
て
く
だ

さ
っ
た
家
族
や
恩
師
、
地
域
の
方
々

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
、
ふ
る
さ
と

鹿
角
へ
の
思
い
を
確
か
め
て
い
た
だ

く
場
と
し
て
、
大
い
に
楽
し
ん
で
ほ

し
い
」
と
挨
拶
し
、
新
成
人
代
表
の

川
村
大
翔
さ
ん
が
「
こ
れ
か
ら
は
社

会
人
と
し
て
、
誰
か
の
支
え
に
な
れ

る
よ
う
に
、
大
い
に
活
躍
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。」
と
宣
言
し
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
来
賓
や
恩
師
な
ど
、
お

よ
そ
40
人
が
新
成
人
の
門
出
を
祝
い

ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
対

策
に
よ
り
、
会
場
に
入
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
家
族
の
方
々
も
場
外
の

モ
ニ
タ
ー
で
、
成
人
と
な
っ
た
我
が

子
を
頼
も
し
そ
う
に
見
守
る
姿
が
見

ら
れ
、
会
場
全
体
が
祝
福
の
ム
ー
ド

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

二
十
歳
が
思
う

二
十
歳
が
思
う
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委
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鹿
角
の
魅
力
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

鹿
角
の
魅
力
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　市広報で撮影させていただい
た写真は、政策企画課政策推進
班窓口で提供します。遠方の方
は、電話またはメール（☎ 30-
0205、E-mail:seisaku@city.
kazuno.lg.jp）でお問い合わ
せください。
　提供はデータ（JPEG）形式
になります。

　表紙写真を撮影さ
せてくれたのは、新
成人の齊藤美羽さん

（尾去沢）です。か
づの高校生広報室員
の取材では、将来の
夢もお答えいただき
ました。

齊藤 悠菜さん（花輪一中）齊藤 悠菜さん（花輪一中）山本 竜太郎さん（尾去沢中）山本 竜太郎さん（尾去沢中）阿部 悠雅さん（花輪二中）阿部 悠雅さん（花輪二中）安保 尚凌さん（十和田中）安保 尚凌さん（十和田中） 宮本 海青さん（八幡平中）宮本 海青さん（八幡平中）

広報かづの PHOTO REPORT

今月の今月の表
紙表紙

自然豊かで
食べ物もおいしい！
鹿角は美味しいお店

だらけです

大湯環状列石や
花輪ばやしなど、
世界に誇れる

歴史や文化があるのが
魅力です地域行事が多く、

一年を通して
イベントが盛んで

楽しいです

美味しいお店が
たくさん！

KAT'S BURGER が
オススメ！

ホルモン、
きりたんぽ鍋など

鹿角の有名な料理が
美味しいところ！
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大森 敬太さん
（十和田）
両親へ一言：
愛してる

育
て
て
く
れ
た

育
て
て
く
れ
た
両
親
両
親
へへ

　
　
　

そ
し
て
、
将
来
の

　
　
　

そ
し
て
、
将
来
の
夢夢

会
場
の
新
成
人
に

会
場
の
新
成
人
に

か
づ
の
高
校
生
広
報
室
員
が

か
づ
の
高
校
生
広
報
室
員
が

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

西村 麻希さん（花輪）
両親へ一言：ありがとう

成田 詢くん（花輪）
両親へ一言：大きく育つよ

田中 夢斗さん（花輪）
両親へ一言：負けません

兎澤 珠利さん（花輪）
両親へ一言：サンキュー！

湯瀬 颯人さん
（十和田）
両親へ一言：
恩返しします

佐藤 奏さん（花輪）
両親へ一言：ありがとう‼

海沼 凜さん（花輪）
両親へ一言：ありがとう

中村 沙織さん（花輪）
両親へ一言：ありがとう

大森 将来さん（十和田）
両親へ一言：ありがと

阿部 七海さん（尾去沢）
両親へ一言：
生んでくれてありがとう！

安保 尚凌さん（十和田）
両親へ一言：ありがとう

湯瀬 文椰さん（十和田）
両親へ一言：がんばるよ！

齊藤 悠菜さん（花輪）
両親へ一言：いつもありがとう♥

成田 乃愛さん（十和田）
両親へ一言：ありがとう！

大村 龍之介さん（十和田）
両親へ一言：せんきゅー！

川又 大聖さん（花輪）
両親へ一言：
ありがとう！

宮本 海青さん（八幡平）
両親へ一言：
これからもよろしく！

畠山 健也さん（八幡平）
両親へ一言：
いつもありがとう

山口 なつみさん（花輪）
両親へ一言：
ありがとう

髙瀬 彩華さん（花輪）
両親へ一言：
ありがとう

渋谷 泉水さん（花輪）
両親へ一言：
いつもありがとう♥

熊澤 雪那さん（八幡平）
両親へ一言：育ててくれてありがとう！

田原 大豊さん
（十和田）
両親へ一言：
ありがとう

私たちの取材に答えていただき、 ありがとうございました！
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k a z u n o  n e w s

　

１
月
４
日
に
、
鹿
角
市
消
防

出
初
め
式
が
文
化
の
杜
交
流
館
コ

モ
ッ
セ
と
花
輪
商
店
街
で
開
催
さ

れ
、
参
加
し
た
消
防
団
員
た
ち
が

防
災
へ
の
意
識
を
新
た
に
し
ま
し

た
。

　
コ
モ
ッ
セ
で
の
式
典
で
は
、
無

火
災
を
祈
願
す
る
神
事
や
功
労
者

な
ど
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
続
い
て
、

花
輪
の
商
店
街
で
は
、
ま
と
い
振

り
の
披
露
や
分
列
行
進
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

商
店
街
の
沿
道
に
は
多
く
の
市

民
が
詰
め
か
け
、
団
員
の
勇
ま
し

い
姿
に
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

　

1
月
2
日
に
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形

文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
大

日
堂
舞
楽
が
、
八
幡
平
地
区
の

大お
お
ひ
る
め
む
ち
じ
ん
じ
ゃ

日
霊
貴
神
社
に
奉
納
さ
れ
ま
し

た
。

　

大
日
堂
舞
楽
は
、
大
日
霊
貴

神
社
再
建
の
際
に
、
都
か
ら
下

向
し
た
楽
人
が
舞
っ
た
祝
賀
の
舞

楽
が
起
源
と
さ
れ
、
里
人
に
よ
り

１
３
０
０
年
以
上
伝
承
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

　

大
里
、
小
豆
沢
、
長
嶺
、
谷
内

の
4
集
落
の
舞
い
手
が
、
地
域
の

平
安
や
五
穀
豊
穣
、
無
病
息
災
を

祈
願
し
、
7
つ
の
本
舞
を
奉
納
し

ま
し
た
。

　
今
年
は
北
東
北
三
県
（
秋
田
県
、

岩
手
県
、
青
森
県
）
在
住
者
に

限
定
し
て
公
開
さ
れ
、
厳
か
な
雰

囲
気
の
中
行
わ
れ
た
勇
壮
な
舞
は
、

早
朝
か
ら
詰
め
か
け
た
多
く
の
観

衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
１
月
４
日
か
ら
16
日
に
か
け
て
、

十
和
田
図
書
館
２
階
で
「
第
67
弾

ト
ワ
ダ
ッ
ク
と
は
な
わ
ん
こ
か
ら

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
題
し
た
展
示
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
ト
ワ
ダ
ッ
ク
は
十
和
田
図
書
館
、

は
な
わ
ん
こ
は
花
輪
図
書
館
の
市

内
図
書
館
そ
れ
ぞ
れ
の
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
、
本
の
紹
介

や
図
書
館
イ
ベ
ン
ト
の
Ｐ
Ｒ
を
し

て
い
ま
す
。

　

展
示
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
使

用
さ
れ
た
画
像
が
壁
一
面
を
う
め
、

ま
た
、
寅
年
に
ち
な
み
、
寅
の
被

り
物
を
し
た
ト
ワ
ダ
ッ
ク
と
は
な

わ
ん
こ
が
新
年
の
挨
拶
を
し
て
、

来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

1
月
17
日
に
、
賀
川
満
氏
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
厚
生
労
働
大

臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
、
関
市
長
か

ら
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

賀
川
氏
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
楽
し

さ
や
便
利
さ
を
伝
え
よ
う
と
市
民

団
体
を
立
ち
上
げ
、
高
齢
者
や
障

が
い
者
な
ど
に
、
操
作
体
験
会
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
鹿
角
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
、
鹿
角
の
状
況
を
発
信
す

る
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
の
編
集

も
手
掛
け
て
い
ま
す
。

　

受
賞
を
受
け
て
、
賀
川
氏
は

「
パ
ソ
コ
ン
は
日
々
進
化
し
て
お
り
、

今
一
度
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と

は
何
か
考
え
、
活
動
を
再
構
築
し

な
が
ら
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

1
月
18
日
に
、
か
づ
の
飲
食
店

組
合
連
合
会
の
田
中
強
会
長
が
関

市
長
を
訪
れ
、
会
員
に
よ
る
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
事
業
の
収
益
を
市
に
寄

付
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
寄
付
に
は
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
事
業
の
収
益
の
ほ
か
、
会

員
店
舗
で
販
売
さ
れ
て
い
る
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
済
み
缶

バ
ッ
チ
の
販
売
収
益
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
飲
食
店
組
合
連
合
会
の
田
中
会

長
は
「
児
童
図
書
の
購
入
に
活
用

し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
、
関
市
長

は
「
読
書
は
大
変
大
事
な
こ
と
で

あ
り
、
あ
り
が
た
く
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
く
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。

　

12
月
20
日
に
、
小
板
橋
タ
イ
さ

ん
（
大
正
10
年
・
岩
手
県
生
ま
れ
）

が
満
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

ら
れ
、
市
か
ら
顕
彰
状
と
祝
い
金

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

小
板
橋
さ
ん
は
、
結
婚
を
機

に
尾
去
沢
で
主
婦
と
し
て
生
活

し
、
4
人
の
子
ど
も
を
育
て
ま
し

た
。
現
在
は
、
施
設
で
毎
日
体
操

に
参
加
し
た
り
、
週
に
3
回
の
リ

ハ
ビ
リ
で
体
を
動
か
し
た
り
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
食
事
は
自
分
で

食
べ
、
完
食
し
て
い
ま
す
。

　

長
寿
の
秘
訣
は
「
好
き
嫌
い
な

く
、
何
で
も
喜
ん
で
食
べ
る
こ
と
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

1
月
11
日
に
、
か
づ
の
啓
翁
桜

栽
培
グ
ル
ー
プ
の
関
係
者
が
本
格

的
な
出
荷
を
報
告
す
る
た
め
、
関

市
長
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

啓
翁
桜
は
、
温
室
で
促
成
栽
培

す
る
こ
と
で
冬
に
花
を
咲
か
せ
る

こ
と
が
特
徴
の
桜
で
す
。
お
祝
い

行
事
の
飾
り
に
用
い
ら
れ
て
き
ま

し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
巣

ご
も
り
需
要
で
、
個
人
の
観
賞
用

と
し
て
も
人
気
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。

　

生
産
団
体
会
長
の
佐
藤
さ
ん
は

「
少
し
ず
つ
か
づ
の
啓
翁
桜
の
名
前

が
浸
透
し
て
き
た
。
今
後
も
品
質

に
こ
だ
わ
っ
て
、
生
産
を
進
め
て

い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

ト
ワ
ダ
ッ
ク
と
は
な
わ

ん
こ
の
画
像
展
示
会

伝
承
さ
れ
る
勇
壮
な
舞

大
日
堂
舞
楽

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
受
賞

飲
食
店
組
合
連
合
会
が
寄
付

児
童
図
書
の
購
入
に
活
用

小
板
橋 

タ
イ
さ
ん

百
歳
長
寿
を
祝
う

出
荷
ピ
ー
ク
到
来

か
づ
の
啓
翁
桜
出
荷
報
告

無
火
災
を
祈
願

鹿
角
市
出
初
め
式

広
報
か
づ
の
「
ま
ち
の

話
題
」
掲
載
写
真
は
無

料
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

る
写
真
は
、
無
料
で
提
供
し
て

い
ま
す
。
写
真
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。（
著
作
権
な
ど
の
関
係
で
提

供
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

問
政
策
企
画
課 

政
策
推
進
班

　
☎
30
‐
０
２
０
５

まちの話題



　花輪スキー場を会場に、2 月 17 日木～ 20 日　花輪スキー場を会場に、2 月 17 日木～ 20 日日日の日程で、の日程で、
第 77 回国民体育大会冬季大会スキー競技会が開催されます。第 77 回国民体育大会冬季大会スキー競技会が開催されます。
　スキー競技の日本最高峰の大会です。ぜひ応援をよろし　スキー競技の日本最高峰の大会です。ぜひ応援をよろし
くお願いします。くお願いします。

　国体開催中は、自家用車などでの来場ができませんので、　国体開催中は、自家用車などでの来場ができませんので、
シャトルバスをご利用ください。シャトルバスをご利用ください。
❖ルート　鹿角花輪駅→道の駅かづのあんとらあ→花輪スルート　鹿角花輪駅→道の駅かづのあんとらあ→花輪ス
キー場→道の駅かづのあんとらあ→鹿角花輪駅キー場→道の駅かづのあんとらあ→鹿角花輪駅
※道の駅かづのには国体来場者専用の駐車場を設置します。※道の駅かづのには国体来場者専用の駐車場を設置します。

市民参加事業
　園児によるマスコットキャラクター

「んだッチ」の応援ぬり絵や、市民に
よる前回大会ののぼり旗を使用した
クッション製作を行いました。
　ぬり絵は、会場や市民センターに掲
示し、クッションは
入賞者に副賞として
授与されます。

国体を
インターネットの

動画配信で観戦しよう
https://japangamestv.
japan-sports.or.jp/

 2 月 17 日木
9:00 スペシャルジャンプ（公式練習） 花輪シャンツェ

15:00 開始式 文化の杜交流館コモッセ

 2 月 18 日金
9:00 スペシャルジャンプ

少年男子、成年男子 B、成年男子 A 花輪シャンツェ

9:00 ジャイアントスラローム
成年男子 B、成年女子 A、成年男子 A アルペンコース

10:00 クロスカントリー（クラシカル）
少年男子、成年男子 A、成年男子 B クロスカントリーコース

13:30 コンバインドジャンプ公式練習
コンバインドジャンプ予備ラウンド 花輪シャンツェ

 2 月 19 日土
9:00 コンバインドジャンプ

少年男子、成年男子 B、成年男子 A 花輪シャンツェ

9:00 ジャイアントスラローム
成年男子 C、少年女子 アルペンコース

10:00
クロスカントリー（クラシカル）
成年男子 C、少年女子、成年女子 A、
成年女子 B

クロスカントリーコース

14:00 コンバインドクロスカントリー（フリー）
成年男子 B、少年男子、成年男子 A クロスカントリーコース

 2 月 20 日日日
9:00 ジャイアントスラローム

成年女子 B、少年男子 アルペンコース

9:00 リレー（フリー）　女子 クロスカントリーコース

11:00 リレー（フリー）　成年男子 クロスカントリーコース

11:10 リレー（フリー）　少年男子 クロスカントリーコース

16:00 表彰式 アルパス

2/17㊍～20日
大会スローガン大会スローガン

大会ポスター大会ポスター

シャトルバスをご利用くださいシャトルバスをご利用ください

伝えよう感動 繋げよう絆

©2015 秋田県んだッチ

　花輪スキー場を会場に、2月23日　花輪スキー場を会場に、2月23日水水～27日～27日日日の日程で、の日程で、
第 95 回全日本学生スキー選手権大会が開催されます。第 95 回全日本学生スキー選手権大会が開催されます。
　大学生スキーの最高峰の大会です。ぜひ応援をよろしく　大学生スキーの最高峰の大会です。ぜひ応援をよろしく
お願いします。お願いします。

んだッチ
　美の国あきた鹿角
国体 2022 マスコッ
トキャラクターとし
て、「んだッチ」が
大会を盛り上げます。
　今大会から、ジャンプとク
ロスカントリーのイラストを
新たに追加しました。

秩父宮杯・秩父宮妃杯秩父宮杯・秩父宮妃杯
第 95回全日本学生スキー選手権大会第 95回全日本学生スキー選手権大会

 2 月 23 日水水
8:00 スペシャルジャンプ（公式練習） 花輪シャンツェ

9:00 ジャイアントスラローム
男子１・２部 アルペンコース

10:00 コンバインドジャンプ（公式練習） 花輪シャンツェ
17:00 開会式 アルパス

 2 月 24 日木
8:00 スペシャルジャンプ

女子 1部、男子 1部、女子 2 部、男子 2・3 部 花輪シャンツェ

9:00 ジャイアントスラローム
女子 1・2 部、男子 3 部 アルペンコース

10:00 クロスカントリー（クラシカル）
男子 1・2 部、女子 1部、男子 3 部、女子 2 部 クロスカントリーコース

 2 月 25 日金
9:00 スラローム

男子 1・2 部 アルペンコース

9:00 コンバインドジャンプ
男子 1部、女子オープン1・2 部、男子 2・3 部 花輪シャンツェ

9:30 クロスカントリー（フリー）
男子 1・2 部、女子 1部、男子 3 部、女子 2 部 クロスカントリーコース

14:30 コンバインドクロスカントリー（フリー）
男子 1部、女子オープン1・2 部、男子 2・3 部 クロスカントリーコース

 2 月 26 日土
9:00 スラローム

女子 1・2 部、男子 3 部 アルペンコース

11:30 リレー
女子 2 部、男子 3 部 クロスカントリーコース

 2 月 27 日日日
10:30 リレー

男子 2 部、女子 1 部、男子 1 部 クロスカントリーコース

16:00 閉会式 アルパス

2/23水～27日

鹿 角 で 競 う  全 国 規 模 の ス キ ー 大 会 を

大会スローガン大会スローガン大会ポスター大会ポスター

友愛
　礼節
　　躍進

©2015 秋田県んだッチ
©2015 秋田県んだッチ 問問  国体・インカレ事務局 ☎ 30-0286国体・インカレ事務局 ☎ 30-0286み ん な で 応 援 し よ う ！
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行政 information

中学校・高校の制服や学用品などをお譲りします
鹿角市子育て応援リユース事業

お子さんのいるご家庭を対象に、市内の一般
家庭から提供いただいた制服や学用品を無

料でお譲りします。

▶日時　2 月 19 日土 10 時～ 12 時
▶場所　福祉保健センター 1 階 集団指導室
▶持ち物　お子さんの年齢を確認できるもの（健
康保険証や学生証）
▶提供品　
市内中学校と高等学校の制服（夏用・冬用）、ネ
クタイ、スカーフ、ボタン類、学校指定のジャー
ジや通学カバン、柔道着（体育の授業で使用する
もの）、校章、組章、彫刻刀セット、習字セット、
絵の具セット

※数に限りがありますので、ご了承ください。

問 すこやか子育て課 こども家庭応援班
    ☎ 30-0235
　 NPO 法人子どもコンシェルジュ
　 ☎ 080-8223-3036

起業者向け貸事務所「インキュベートルーム」
の入居者を募集します。

▶提出書類  
①鹿角市まちなかオフィス使用許可申請書
②事業計画概要説明書
③都道府県税および市区町村税の滞納がない証明書
▶提出期限　2月 28日🈷
▶提出先　産業活力課 産業戦略班
▶募集内容

問 産業活力課 産業戦略班 ☎ 30-0250

まちなかオフィス
インキュベートルーム 入居者募集

マイバック代わりにもなる風呂敷のいろいろ
な包み方を学び、かづの縁結びスペシャル

ランチを楽しみながら、素敵なご縁を探してみま
せんか。

▶ 日時　２月 26 日土 10 時～ 16 時
▶ 場所　感動！鹿角パークホテル
▶参加資格　
男性：満 25 歳～ 45 歳の市内在住または市内勤
務の独身の方で、事前オリエンテーションに参加
できる方
女性：満 20 歳以上の独身の方
▶定員　各 20 人
▶申込締切　2 月 18 日金 17 時

男性向け事前オリエンテーション
▶ 日時　2 月 22 日火 18 時 30 分～ 20 時
▶ 場所　花輪市民センター 研修室（コモッセ内）

問 政策企画課 政策推進班
　 ☎ 30-0205

第 3 回 かづの縁結び
風呂敷の包み方ワークショップ＆

カップリングパーティー

物件 インキュベートルーム A（16.78㎡）

月額使用料
1 万円（電気料金・通信料金・駐車場代含む）
※市外在住者が転入して使用する場合は
　無料

入居要件
※②、③はどちらか
一方に該当する者

①農林漁業、保険・金融業、風営法の許
　可または届出が必要な業種以外の業種
②創業後 1 年以内の個人もしくは法人
③起業を計画しており、施設の使用を開
　始する日以降 1 年以内に事業を開始す
　る者

入居期間 入居許可日から 3 年以内

固定資産税および国民健康保険税
納期限までに納付

納期限を過ぎてしまうと、コンビニで納付する
ことができなくなります。また、納付が遅れ

ると、納付するまでの日数に応じて、延滞金が加
算されます。期限内での納付をお願いします。

▶最終納期限　2 月 28 日🈷

安心・便利な口座振替がおすすめ　
　口座振替は、一度手続きを行うと、その後は銀
行口座から自動的に引き落とされるため、納付の
手間が無く、納め忘れもありません。
　市役所税務課および市内金融機関窓口に備え付
けの口座振替依頼書を金融機関窓口へ提出するか、
インターネット（Web 口座振替受付サービス）か
らお申し込みください。
※ Web 口座振替受付サービスの
　詳細は、市ホームページをご覧
　ください。

問 税務課 収納管理室 ☎ 30-0215

※２回目接種の記録が確認できな
い場合は、3回目の接種券が発行
されないことがあります。２回目
接種から８カ月を経過しても接種
券が届かない場合は、コールセン
ターまでお問い合わせください。

　１、２回目に接種したワクチンの種類に関わらず、ファイザー社または武田 /モデルナ社のワクチンを
使用します。ファイザー社は１、２回目の接種量と同量ですが、武田 /モデルナ社は半量になります。
　接種場所や接種日によりワクチンが異なりますので、接種券に同封のチラシをご確認の上、接種予約を
してください。

対象者 3 回目の接種券発送時期

2 回目の接種が
令和 3 年 6 月の方（75 歳以上の高齢者など） １月下旬以降

2 回目の接種が
令和 3 年 7 月の方 ２月以降

2 回目の接種が
令和 3 年 8 月以降の方 3 月以降

☎ 0186-30-0715

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス ワ ク チ ン

3回目の接種開始
接種券を順次発送しています

　コロナワクチンの３回目の接種が始まりました。２回目接種から８カ月が経過する18歳以上の方には、接種券
を順次発送しています。予約方法など詳しくは、接種券に同封のチラシをご確認ください。

出典：厚生労働省ホームページ

接種券の発送時期　（２回目の接種日順に順次発送しています）

Q：武田 / モデルナ社のワクチンは副反応が強いと聞いていますが大丈夫ですか

A ：武田 /モデルナ社のワクチンにおける３回目接種は、１・２回目接種で用いた量の半量となります。
　　２回目接種後と比較して、発熱や疲労などの接種後の症状が少ないことが報告されています。

Q：ファイザー社と武田 /モデルナ社のワクチンの効果に差はありますか

A ：１、２回目の接種では、ファイザー社と武田 /モデルナ社のいずれも、２回目接種から約半年後も高　　
　　い重症化予防効果が維持されています。ファイザー社と武田 /モデルナ社のワクチンの１、２回目接種
　　の効果を約半年間比較した観察研究では、武田 /モデルナ社のワクチンの方が、感染予防、発症予防、　　
　　重症化予防の効果が有意に高かったと報告されています。

よくあるご質問よくあるご質問

武田 /モデルナ社のワクチンが３回目接種で使用できるようになりました武田 /モデルナ社のワクチンが３回目接種で使用できるようになりました

鹿 角 市 コ ロ ナ ウ イ ル ス ワ ク チ ン 接 種 コ ー ル セ ン タ ー

受付時間：平日 9 時～ 17 時

申
し
込
み
は

こ
ち
ら
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2022年 2月号13 KAZUNO CITY 2022年 2月号 12KAZUNO CITY

行政 information

令和 4 年 度「ともすけ共済（交通災害共済・
不慮の災害共済）」の加入申し込みの受け

付けを開始します。

▶ 共済期間　4月1日から1年間
▶加入資格　4 月1日時点で本市に住所がある方
▶申込方法　申込用紙を広報 2 月号と一緒に配
布しています。掛金を添えて取扱窓口でお申し込
みください。
▶取扱窓口　生活環境課、各支所、市民サービス
窓口（いとく鹿角ショッピングセンター内）、秋
田銀行、北都銀行、ゆうちょ銀行（郵便局）

※請求期間は災害が発生した日
　から３年以内です。
※過去に事故などに遭われた方
　は、給付の対象となるかを生
　活環境課にご確認ください。

問 生活環境課 環境推進班 ☎ 30-0224

万が一の事故に家族で備えを
交通災害共済・不慮の災害共済

令和 4 年度任用の会計年度任用職員を募集し
ています。応募要件や勤務条件など、詳し

い内容については総務課、市ホームページまたは
ハローワーク鹿角でご確認ください。

▶任用予定　40 人（右表のとおり）
▶報酬　職種によって異なります。詳しくは募集

案内をご覧ください。
 ▶受付期間　2 月 4 日金まで 8 時 30 分～ 17 時
15 分 （土日を除く）
▶申込方法　申込書に記入の上、総務課職員班ま
で持参または郵送してください。
▶ 選考試験日　2月12日土　
※募集案内・申込書は、市役所
本庁、各支所、市民サービス窓
口（いとく鹿角ショッピングセ
ンター内）、文化の杜交流館コ
モッセ、ハローワーク鹿角にあ
るほか、市ホームページからも
ダウンロードできます。

あなたの力を市政に生かしてみませんか
会計年度任用職員募集

職 種 予定数
国保専門員 1 人
就労支援員 1 人
家庭相談員 1 人
巡回支援専門員 1 人
保健師（4/1 ～ 9/15）※育休代替 1 人
保健師（4/1 ～ 12/14）※育休代替 1 人
保健師（4/5 ～ 12/31）※育休代替 1 人
栄養士※育休代替 1 人
森林経営管理推進員 1 人
教育センター副所長 1 人
就学支援コーディネーター 1 人
学校用務員 2 人
特別支援教育支援員 2 人
事務補助員（障害者雇用） 3 人
事務補助員（4/1～ 3/31） 6 人
事務補助員（4/1～ 3/31） 14 人
事務補助員（4/1～ 9/20）※育休代替 1 人
事務補助員（4/1～ 11/10）※育休代替 1 人

問 総務課 職員班 ☎ 30-0206

市ホームページ

広報かづの・市ホームページ
掲載広告を募集

令和 4 年度の「広報かづの」「市ホームページ」
掲載広告を募集します。申込多数の場合は抽

選により決定します。

▶募集内容および掲載料

※掲載期間による割引があります。
▶申込方法　政策企画課に備え付けの広告掲載申
込書（市ホームページからもダウンロード可）に
必要事項を記入の上、下記を添えて提出してくだ
さい。
① 広告図案（パソコンで作成し、印刷したもの。手

書きでも構いません。バナーの場合は完全データ）
※掲載決定後の完全データ作成費用は広告主負担
②会社概要などの資料（会社のパンフレットなど業
種が分かるもの）
▶受付期間　2 月 18 日金まで

問 政策企画課 政策推進班 ☎30-0205

広報かづの（1 カ月 4 枠） 1 万５千円（1 回）

市ホームページ 5 千円（1 カ月）

大館能代空港の利用促進を図るため、本市に住
民登録をしている方などで、大館能代空港発

着便を利用した方に、片道 5 千円を助成します。

▶助成金額　片道 5 千円、往復 1 万円
▶搭乗期間  令和 3 年 12 月 20 日🈷～令和 4 年
3 月 31 日木 搭乗分
▶対象者　
・本市に住民登録している方
・市内に所在する事業所に勤務する方
・市内に扶養者がいる学生
▶申請方法　飛行機に搭乗した後に、申請書に必
要事項を記入し、添付書類を添えて、鹿角市産業
活力課に提出（郵送可）
▶受付時間　平日（土日、祝日除く） 8 時 30 分
～ 17 時 15 分まで
※申請書は市役所に設置しています。
▶申請締切　搭乗した日を含めて 30 日以内
※詳しくは、市ホームページを
　ご確認ください。

問 産業活力課 観光交流班 ☎ 30-0248

大館能代空港発着便利用者へ片道 5 千円助成
大館能代空港利用促進助成金

コロナ克服・新時代開拓のための経済対策
子育て世帯への臨時特別給付金を支給

▶支給手続き　
申請が不要な方
12 月 27 日に児童手当支給口座への振り込みが
完了していますので、ご確認ください。
申請が必要な方
・高校生以上の児童のみ養育している方
・公務員の方
・令和３年 11 月 1 日以降出生した児童を養育し
　ている方
対象と思われる方には、申請書を送付しています。
ただし、単身赴任などで養育している児童と別居
していて、本市に住民登録されている方には、申
請書が送付されていませんので、申請が必要だと
思われる方は、下記までお問い合わせください。
※原則として、対象児童の主たる生計維持者の住
　民票がある住所地での申請となります。
▶申請期限　２月 28 日🈷

問 すこやか子育て課 こども家庭応援班
    ☎ 30-0235

新型コロナウイルス感染症の影響を受けてい
る子育て世帯を支援することを目的に、「子

育て世帯への臨時特別給付金」を支給しています。

▶支給対象児童　
●令和３年９月分の児童手当（所得制限限度額未
　満）の支給対象となる児童
●令和３年９月 30 日時点で本市に住民票がある高
　校生など（平成 15 年４月２日～平成 18 年４月１
　日生まれ）の児童
●令和３年９月から令和４年３月 31 日までに生まれ、
　令和３年 10 月以降の児童手当（所得制限限度
　額未満）の支給対象となる児童
▶支給対象者　
支給対象児童の保護者のうち、生計を維持する程
度の高い者（児童手当受給者もしくはそれに準ず
る者）
▶支給額　対象児童一人につき １０万円

公売のお知らせ
市所有の土地を売却

市が所有する土地を先着により売却します。

▶�受付場所　財政課�管財地籍班
▶提出書類　市有財産売却申込書に下記の書類を
添えて提出してください。
個人　住民票、印鑑登録証明書、身分証明書、納
　　　税証明書
法人　法人登記簿謄本、印鑑証明書、納税証明書
▶公売物件（1月14日現在）

※同一物件に複数の方から同時に申込書が提出さ
　れた場合は、抽選となります。
※詳しくは、「先着順による市有財産売
　却基準について」（財政課窓口または
　市ホームページ）をご覧ください。

問 財政課 管財地籍班 ☎30-0210

フルタイム ８時 30 分～ 17 時 15 分
パートタイム 9 時～ 16 時 ほか、職種により勤務時
間は異なります
※育休代替については、育休期間が短縮された場合、
　任期も短縮となる場合があります。

土地の所在地 地目
八幡平 宅地　　1 件
尾去沢 宅地　　1 件
花輪 雑種地　1 件
十和田毛馬内 宅地　　5 件
十和田大湯 宅地　　1 件

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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今
年
度
の
40
歳
か
ら
74
歳
の
国
保
被
保
険

者
を
対
象
と
し
た
特
定
健
診
と
人
間
ド
ッ
ク

は
２
月
末
で
終
了
と
な
り
ま
す
。
ま
だ
受
診

し
て
い
な
い
方
は
早
め
に
医
療
機
関
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
健
診
は
、
健
康
の
維
持
・
増
進
に
も
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
毎
年
健
診
を
受
け
、

健
康
長
寿
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

受
診
券
の
再
発
行
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

す
こ
や
か
子
育
て
課
（
☎
30
‐
０
１
１
９
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

市
民
課 

国
保
医
療
班 

☎
30
‐
０
２
２
２

　
フ
レ
イ
ル
と
は
、「
健
康
な
状
態
」
と
「
介

護
が
必
要
な
状
態
」
の
ち
ょ
う
ど
真
ん
中
の

状
態
（
虚
弱
）
の
こ
と
で
す
。

　
東
京
大
学
で
考
案
さ
れ
た
「
フ
レ
イ
ル
チ

ェ
ッ
ク
」
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
簡
単
な
身
体

測
定
な
ど
で
、
フ
レ
イ
ル
か
ど
う
か
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
チ
ェ
ッ
ク
を

支
援
す
る
「
フ
レ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
養

成
し
ま
す
。
市
民
の
フ
レ
イ
ル
予
防
の
た
め

に
、
一
緒
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
。

❖
日
時　

1
日
目　
３
月
9
日
水 
10
時
～
16
時

２
日
目　
3
月
10
日
木 
9
時
～
13
時

※
2
日
間
の
受
講
が
必
要
で
す
。

❖
場
所　
八
幡
平
市
民
セ
ン
タ
ー

❖
定
員　
20
人

❖
申
込
期
限　
2
月
25
日
金

問 

あ
ん
し
ん
長
寿
課 

介
護
予
防
班

    

☎
30
‐
０
１
０
３

　
今
の
身
体
の
状
態
を
、
正
し
く
チ
ェ
ッ
ク

で
き
る
の
が「
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
」で
す
。

「
自
分
っ
て
フ
レ
イ
ル
な
の
？
」
と
思
っ
た

方
は
、
ぜ
ひ
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

❖
日
時　
３
月
10
日
木 

10
時
～
12
時

❖
場
所　
八
幡
平
市
民
セ
ン
タ
ー

❖
定
員　
20
人

❖
申
込
期
限　
３
月
１
日
火

問 

あ
ん
し
ん
長
寿
課 

介
護
予
防
班

    

☎
30
‐
０
１
０
３

❖
日
時　
3
月
1
日
火 

13
時
30
分
～
14
時

30
分　

❖
場
所　
十
和
田
市
民
セ
ン
タ
ー

問 

市
民
課 

国
保
医
療
班 

☎
30
‐
０
２
２
２

けんこう information

　
平
成
30
年
の
男
女
別
平
均
寿
命
・
健
康
寿

命
の
秋
田
県
内
に
お
け
る
本
市
の
順
位
と
年

齢
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
健
康
寿
命
」
は
自
立
し
た
生
活
を
送
れ

る
期
間
を
示
し
て
お
り
、
心
身
の
健
康
づ
く

り
の
目
安
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
の
女
性

に
つ
い
て
は
、
平
均
寿
命
・
健
康
寿
命
と
も

に
県
内
13
市
中
1
位
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
22
年
か
ら
の
健
康
寿
命
の
伸
び

も
13
市
中
1
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
健
康
寿
命
の
延
伸
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が

健
康
に
気
を
つ
け
よ
う
と
い
う
意
識
を
持
ち
、

取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
毎

年
健
診
を
受
け
て
健
康
状
態
を
確
認
し
、
減

塩
や
自
分
に
合
っ
た
生
活
習
慣
の
見
直
し
な

ど
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問 
す
こ
や
か
子
育
て
課 

健
康
づ
く
り
班

    

☎
30
‐
０
１
１
９

　
対
象
の
方
に
は
、
昨
年
６
月
に
受
診
券
を

送
付
し
て
い
ま
す
。
受
診
券
の
内
容
を
ご
確

認
の
上
、
早
め
に
市
内
歯
科
医
院
に
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。
受
診
券
が
手
元
に
無
い
方
は
、

す
こ
や
か
子
育
て
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

❖
検
診
期
間　
２
月
28
日
🈷
ま
で

❖
対
象　
今
年
度
40
・
50
・
60
・
70
・
76
歳

に
な
る
方

❖
料
金　
１
２
０
０
円（
76
歳
の
方
は
無
料
）

❖
持
ち
物　
受
診
券
、
料
金
、
保
険
証
ま
た

は
運
転
免
許
証

問 

す
こ
や
か
子
育
て
課 

健
康
づ
く
り
班 

    

☎
30
‐
０
１
１
９

特
定
健
診
と
人
間
ド
ッ
ク
は

２
月
ま
で

平
均
寿
命
・
健
康
寿
命

歯
周
病
検
診

　
認
知
症
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
学
び

ま
せ
ん
か
。
受
講
後
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

の
証
で
あ
る「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
カ
ー
ド
」

を
お
渡
し
し
ま
す
。

❖
日
時　
2
月
22
日
火 

9
時
30
分
～
11
時

30
分　

❖
場
所　
花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー 

研
修
室
１
・

２
（
コ
モ
ッ
セ
内
）

問 

あ
ん
し
ん
長
寿
課 

介
護
予
防
班

　

 

☎
30
‐
０
１
０
３

　
認
知
症
カ
フ
ェ
で
は
、
暮
ら
し
や
介
護
予

防
に
関
す
る
情
報
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

ま
た
作
品
づ
く
り
や
ゲ
ー
ム
、
紙
芝
居
の
ほ

か
、
ゆ
っ
く
り
読
書
を
し
た
り
語
り
合
っ
た

り
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

❖
時
間　
９
時
30
分
～
12
時
30
分

❖
対
象　
認
知
症
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら

ず
、老
若
男
女
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

問 

あ
ん
し
ん
長
寿
課 

介
護
予
防
班

　

 

☎
30
‐
０
１
０
３

　
ど
な
た
で
も
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。
参

加
希
望
の
方
は
、
市
民
課
国
保
医
療
班
に
前

日
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

無
料
託
児
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、
4
日

前
ま
で
に
子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー
（
☎
30
‐

０
８
５
５
）
へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時
／
場
所
／
持
ち
物
な
ど

ス
ロ
ー
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

（
ヘ
ル
ス
デ
ザ
イ
ン
）

２
日
水
10
時
～
／
花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー
（
コ
モ

ッ
セ
内
）
／
運
動
ぐ
つ
、
水
分
補
給
の
飲
料

ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
教
室

（
さ
ん
さ
ん
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
）

７
日
月
10
時
～
／
記
念
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

／
運
動
ぐ
つ
、
水
分
補
給
の
飲
料
、
①
ス
ト

レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
、
②
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

※
①
②
は
有
料
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

コ
コ
か
ら
体
操
教
室
（
華
美
会
）

18
日
金
10
時
～
／
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
／
運

動
ぐ
つ
、
水
分
補
給
の
飲
料

ゆ
っ
た
り
ヨ
ガ
教
室
（
く
び
れ
て
み
ヨ
ー
ガ
）

18
日
金
10
時
15
分
～
／
花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー

（
コ
モ
ッ
セ
内
）
／
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
大
判

バ
ス
タ
オ
ル
、
水
分
補
給
の
飲
料

浅
利
ゆ
み
先
生
の
健
康
体
操
教
室

（
ス
マ
イ
ル
教
室
）

22
日
火
13
時
30
分
～
／
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

／
水
分
補
給
の
飲
料

ち
ょ
筋
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室（
ホ
リ
デ
ー
サ
ー
ク
ル
）

27
日
日
10
時
～
／
福
祉
プ
ラ
ザ
／
ヨ
ガ
マ
ッ

ト
ま
た
は
大
判
バ
ス
タ
オ
ル
、
水
分
補
給
の

飲
料

問 

市
民
課 

国
保
医
療
班 

☎
30
‐
０
２
２
２

認
知
症
カ
フ
ェ

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

フ
レ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

名称 日にち 場所

オレンジカフェ
しゃべり～な
☎ 30-0103

4 日金
文化の杜交流館コモッセ 

こもれび広場

18 日金 谷内地区市民センター

3 月 4 日金
文化の杜交流館コモッセ 

こもれび広場

ぷら～っと
カフェ

☎ 23-2165
17 日木 社会福祉協議会

まちっこカフェ
☎ 22-4080 18 日金

多世代交流スペース
まちっこ

ほっとな茶屋
月山の郷

☎ 25-8022
20 日日 月山の郷

認知症カフェの日程

２
月
の
運
動
教
室

　「オレンジカフェしゃべり～な」では、希望に応じて囲碁・
将棋セットを用意します。谷内地区市民センターでは麻雀が
できますので、ぜひご参加ください。（対局相手とご一緒に
ご来場ください）
※いずれのカフェも無料です。
※内容については、各カフェにお問い合わせください。

※順位は 13 市中
※矢印は前年（平成 29 年）との比較

（秋田県健康づくり推進課）

フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
測
定
会

２
月
の
献
血
車
訪
問
は

あ
り
ま
せ
ん
。

年中無休 24 時間 通話無料

0120-９５９-７８３
きゅうでも いつでも ください　   な        や       み

医師・看護師などが、健康・
介護などに関する相談に電話
対応します。

３
月
の
骨
密
度
測
定
会
＆

ナ
ト
カ
リ
比
測
定
会

平均寿命 健康寿命

77.69 歳
（H22から+2.11歳）

県内 9 位
（前年 6 位）

83.93 歳
（H22から+2.61歳）

県内 1 位
（前年 5 位）

79.06 歳 県内 11 位
（前年 7 位）

87.21 歳 県内１位
（前年 5 位）
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ジ
ュ
ニ
ア
芸
術
舞
台
交
流
事
業

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
風
舞
台
劇
～
ビ
バ
・
縄
文
～　

　
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
の
児
童
・
生
徒
が

披
露
す
る
ピ
ア
ノ
演
奏
や
民
謡
、
舞
・
ダ
ン
ス

洋
舞
な
ど
の
芸
術
発
表
を
、
立
川
志
の
太
郎
と

市
内
演
劇
グ
ル
ー
プ
、
市
内
の
著
名
人
ら
が
つ

な
ぐ
舞
台
劇
で
す
。
縄
文
の
文
化
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
ス
テ
ー
ジ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

❖
日
時　
2
月
27
日
日 

開
演
14
時

　
　
　
　
（
開
場
13
時
30
分
）

❖
場
所　
文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ 

文
化

ホ
ー
ル

❖
入
場
料　
無
料
（
整
理
券
が
必
要
で
す
）

❖
整
理
券
配
布　
2
月
1
日
火 

9
時
～

❖
配
布
場
所　
コ
モ
ッ
セ
窓
口
、
各
市
民
セ
ン

タ
ー
、
大
湯
支
所

※
自
由
席
で
未
就
学
児
入
場
可

問 

文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ

　

 

☎
30
‐
１
５
０
４

今
月
の
声
か
け
運
動
は

今
月
の
声
か
け
運
動
は

22
月月
７７
日日
🈷🈷
に
実
施
し
ま
す
。

に
実
施
し
ま
す
。

❖❖
時
間　
７
時

時
間　
７
時
1515
分
～
８
時

分
～
８
時

子育て・学び information

企
画
展
「
ひ
な
飾
り
」

❖
期
間　
２
月
15
日
火
～
3
月
6
日
日

❖
場
所　
歴
史
民
俗
資
料
館 
特
別
展
示
室

❖
内
容　
桃
の
節
句
に
あ
わ
せ
、
明
治
期
か
ら

現
代
ま
で
の
雛
人
形
や
押
絵
人
形
な
ど
を
展
示

し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
方
が
製
作
し
た
つ
る

し
飾
り
を
あ
わ
せ
て
展
示
し
ま
す
。

問 

歴
史
民
俗
資
料
館　
☎
22
‐
７
２
８
８

子育て・学び information

考
古
学
と
民
俗
学

❖
日
時　
3
月
6
日
日 

13
時
30
分
～
14
時
30
分

❖
場
所　
歴
史
民
俗
資
料
館  

展
示
ホ
ー
ル

❖
講
師　
熊
谷 

常
正
氏
（
盛
岡
大
学
名
誉
教

授
）

❖
内
容　
民
俗
学
と
考
古
学
に
共
通
す
る
話
題

を
取
り
上
げ
、
民
俗
考
古
学
に
つ
い
て
学
び
ま

す
。

❖
定
員　
25
人

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。（
先
着
順
）

問 

歴
史
民
俗
資
料
館　
☎
22
‐
７
２
８
８

郷
土
を
語
る
会

❖
日
時　
2
月
18
日
金 

14
時
～
16
時

❖
場
所　
十
和
田
図
書
館 

講
座
室

❖
講
師　
金
澤 

文
三
氏

❖
内
容　
松
浦
武
四
郎
の
「
鹿
角
日
誌
」
を
読

み
解
き
、
休
屋
や
発
荷
峠
、
銚
子
滝
、
白
沢
、

毛
馬
内
ま
で
の
旅
路
を
た
ど
り
ま
す
。

図
書
館
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
図
書
館
の
活
動
に
興
味
が
あ
り
、
図
書
館
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
し
て
く
れ
る
方
を
対
象

に
、
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

❖
日
時　
2
月
5
日
土 

10
時
30
分
～
11
時
30
分

❖
場
所　
十
和
田
図
書
館 

講
座
室

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

問 

十
和
田
図
書
館 

☎
35
‐
３
２
３
９

十
和
田
図
書
館

歴
史
民
俗
資
料
館

第
50
回
鹿
角
市
か
る
た
選
手
権
大
会

参
加
種
目

受
付
時
間

Ａ
級

選
手
権
の
部

（
高
校
生
以
上
の
有
段
者
）

８
時
45
分
～

９
時
35
分

Ｂ
級

一
般
の
部
（
高
校
生
以
上
）

Ｃ
級

中
学
生
の
部

８
時
45
分
～

９
時
10
分

Ｄ
級

小
学
５・６
年
生
の
部

Ｅ
級

小
学
３・４
年
生
の
部

９
時
10
分
～

９
時
35
分

Ｆ
級

小
学
２
年
生
以
下
の
部

文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ

　
大
会
に
先
立
ち
練
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
出

場
予
定
の
方
や
興
味
の
あ
る
方
な
ど
、
お
気
軽

に
参
加
く
だ
さ
い
。

※
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

❖
日
時　
２
月
１
日
火
～
10
日
木 

19
時
～
21
時

　
　
　
　
※
2
月
6
日
日
は
休
み

　
　
　
　
２
月
11
日
金 

9
時
30
分
～
17
時

　
　
　
　
（
時
間
変
更
の
場
合
あ
り
）

❖
場
所　
花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー 

和
室
（
コ
モ

ッ
セ
内
）

問 
生
涯
学
習
課 

文
化
財
振
興
班

　

 
☎
30
‐
０
２
９
４  

❖
日
時　
２
月
12
日
土 

開
会
式
９
時
30
分
～

❖
場
所　
文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ 

　
❖
参
加
費　
3
０
０
円

※
当
日
受
付
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

❖
申
込
方
法　
生
涯
学
習
課
、市
内
小
中
学
校・

高
校
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
に
設
置
し
て

い
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
生

涯
学
習
課
へ
持
参
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
に

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

❖
申
込
期
間　
１
月
13
日
木
～
２
月
9
日
水

問 

生
涯
学
習
課 

文
化
財
振
興
班

　

 

☎
30
‐
０
２
９
４  

    

Ｆ
Ａ
Ｘ 

30
‐
１
１
４
０

  　

E-m
ail

：bunkazai@
city.kazuno.lg.jp

第
50
回
鹿
角
市
か
る
た
選
手
権
大
会

か
る
た
練
習
会

Ｊ
＆
Ｂ
の
会

「
ラ
イ
ス
ペ
ー
パ
ー
作
り
＆
大
人
の
塗
り
絵
で

リ
ラ
ッ
ク
ス
」

　
大
人
の
塗
り
絵
で
心
を
整
え
て
、
ラ
イ
ス
ペ

ー
パ
ー
作
り
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

❖
日
時　
2
月
2
日
水 

10
時
～
12
時
30
分

❖
場
所　
花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー 

和
室
・
調
理

室
（
コ
モ
ッ
セ
内
）

❖
対
象　
市
内
祖
父
母
世
代
の
方

❖
参
加
費　
３
０
０
円

❖
定
員　
12
人

❖
持
ち
物　
内
履
き
、
エ
プ
ロ
ン

あ
の
ね
の
日

　
保
健
師
に
気
に
な
っ
て
い
る
事
や
心
配
事
な

ど
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

❖
日
時　
2
月
3
日
木 

10
時
～
12
時

　
　
　
　
（
受
付
11
時
ま
で
）

❖
場
所　
子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー
、
花
輪
市
民

セ
ン
タ
ー 

和
室
（
コ
モ
ッ
セ
内
）

❖
対
象　
市
内
子
育
て
・
孫
か
て
中
の
方

❖
参
加
費　
無
料

く
す
く
す
学
校
＆LIFE

「
マ
マ
＆
ベ
ビ
ー 

ヨ
ガ
」

❖
日
時　
2
月
10
日
木 

10
時
30
分
～
12
時

❖
場
所　
花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー 

和
室
（
コ
モ

ッ
セ
内
）

❖
対
象　
市
内
未
就
学
児
と
そ
の
家
族

❖
参
加
費　
１
０
０
円

❖
定
員　
12
組
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

※
事
前
申
込
で
託
児
を
受
け
付
け
ま
す
。

コ
モ
ッ
セD

E

く
す
く
す

「
ぽ
か
ぽ
か
冬
の
運
動
会
」

　
親
子
で
楽
し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
盛
り
だ
く

さ
ん
で
す
。

❖
日
時　
２
月
15
日
火 

10
時
～
11
時
30
分　

❖
場
所　
花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー 

講
堂
（
コ
モ

ッ
セ
内
）

❖
対
象　
市
内
未
就
学
児
と
そ
の
家
族

❖
参
加
費　
子
ど
も
１
人
１
０
０
円

❖
定
員　
30
組

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

Café

＆
あ
か
ち
ゃ
い
く
る
の
日
＆
さ
く
ら
ん

ぼ
さ
ん
の
会

❖
日
時　
2
月
24
日
木 

10
時
～
15
時

❖
場
所　
子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー

❖
対
象　
市
内
子
育
て
中
の
方

❖
参
加
費　
無
料

ま
ま
と
い
っ
し
ょ

❖
日
時　
2
月
25
日
金 

10
時
30
分
～
11
時
30
分

❖
場
所　
花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー 

講
堂
（
コ
モ

ッ
セ
内
）

❖
対
象　
市
内
1
歳
半
以
上
の
未
就
園
児
と
そ

の
家
族

❖
参
加
費　
無
料

う
み
た
の

　

こ
れ
か
ら
の
子
育
て
へ
の
不
安
や
疑
問
を
、

専
門
家
や
先
輩
マ
マ
な
ど
と
一
緒
に
語
ら
う
会

で
す
。

　
前
半
は
菅
原
氏
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
、
後

半
は
み
ん
な
で
気
軽
に
話
し
合
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
始
ま
る
赤
ち
ゃ
ん
と
の
生
活
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
り
、
産
後
に
役
立
つ
育
児
の
コ
ツ

を
学
べ
ま
す
。

❖
日
時　
2
月
27
日
日 

10
時
～
12
時

❖
場
所　
花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー 

講
堂
（
コ
モ

ッ
セ
内
）

❖
対
象　
市
内
妊
婦
さ
ん
と
そ
の
家
族
、
産
後

間
も
な
い
方

❖
参
加
費　
無
料

❖
持
ち
物　
母
子
手
帳

❖
申
込
締
切　
2
月
24
日
木

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

※
事
前
申
込
で
無
料
託
児
を
受
け
付
け
ま
す
。

問 

子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー 

☎
30
‐
０
８
５
５

乳幼児の健診カレンダー乳幼児の健診カレンダー

子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー

❖場所　福祉保健センター
※密をさけるために人数調整をしていますので、ご協力をお願いします。また、お子さん
一人につき、付き添いの保護者は一人まででお願いします。体調不良や２月の参加が難し
い場合は、ご連絡ください。
問 すこやか子育て課 健康づくり班 ☎ 30-0265

とき 内容 対象 受付時間
9 日水 3～ 4か月児健診 令和 3 年 10 月生 １２時 45 分～ 13 時

22 日火 乳児相談（4～5か月児） 令和 3 年 9 月生 9 時 45 分～ 10 時
令
和
２
年
２
月
９
日
生
／
花
輪

父 

伸
隆
さ
ん
・
母 

亜
紀
子
さ
ん

絵本や車、チャンバラごっこが大好
きで全集中で遊んでいます。いつも
皆を笑顔にしてくれてありがとう♥

関
せき

 隆
りゅうと

人くん　❷歳
今月のお誕生日

誕生日の思い出に写真を掲載してみませんか。（未就学のお子さんに限ります）
詳しくは政策企画課 政策推進班（☎ 30-0205）までお問い合わせください。



み
ん
な
の
情
報
広
場
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

原
稿
の
締
切
日
は
発
行
月
の
前
月
８
日
で
す
。

◎ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
で
も
お
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

政
策
企
画
課　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

30
‐
１
１
２
２

情
報
の
広
場

情
報
の
広
場

2022年 2月号19 KAZUNO CITY 2022年 2月号 18KAZUNO CITY

　 今月の相談日程
■ 出張年金相談（鷹巣年金事務所）
相談日：２月2 日水、9 日水、16 日水／相
談場所：市役所第１・２会議室／開設時間：
9 時 30 分～12 時、13 時～15 時30 分 ※
相談日の１カ月前から前日までに鷹巣年金
事務所への予約が必要です。基礎年金番号
のわかる年金手帳や年金証書をご準備の
上、電話で予約してください。
問鷹巣年金事務所 お客様相談室
☎0186-62-1490

■無料総合相談（人権擁護委員・行政相談委員）
相談日：２月 8 日火／相談場所：市役所
第３会議室 ／開設時間：13 時 30 分～
16 時 ※予約は不要です。
問生活環境課 コミュニティ推進班 
☎ 30-0202

■無料相続・登記相談（司法書士）
相談日：２月15 日火／相談場所：交流セ
ンター ／受付時間：13 時 30 分～ 15 時
30 分 ※前日までに予約が必要です。
問消費生活センター ☎ 30-0258

■ 無料弁護士相談（秋田弁護士会）
①相談日：２月 9 日水／相談場所：交
流センター／開設時間：13 時 30 分～
16 時／担当：緑川 正樹弁護士
②相談日：２月 24 日木／相談場所：交
流センター／開設時間：13 時 30 分～
16 時／担当：山口 謙治弁護士
※どちらも前日までに予約が必要です。
問消費生活センター ☎ 30-0258

※ 2 月 28 日🈷は固定資産税第 4 期、国民健康保険税第８期の納期限です。

　
毎
年
３
月
は
、
運
輸
支
局
の
自
動

車
検
査
・
登
録
窓
口
が
大
変
混
雑
し

ま
す
。
混
雑
回
避
の
た
め
、
検
査
・

登
録
は
、
３
月
の
中
旬
ま
で
に
手
続

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
窓
口
申
請

の
分
散
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
東
北
運
輸
局 

秋
田
運
輸
支
局

☎
０
５
０
‐
５
５
４
０
‐
２
０
１
２

　
使
用
し
な
く
な
っ
た
車
は
、
廃
車

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
3
月
31
日

ま
で
に
手
続
き
し
な
い
と
、
令
和
４

年
度
の
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
３
月
末
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、

早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

必
要
書
類
：

普
通
車

①
車
検
証
②
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
２

枚
③
所
有
者
の
印
鑑
証
明
書
（
住
所

変
更
し
て
い
る
場
合
は
住
民
票
も
）

④
所
有
者
の
委
任
状
ま
た
は
実
印

軽
自
動
車

①
車
検
証
②
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
２

枚※
そ
の
他
必
要
な
書
類
が
あ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
一
般
社
団
法
人 

鹿
角
交
通
協
会 

☎
23
‐
３
１
３
４

　
高
校
・
大
学
な
ど
へ
の
入
学
時
・

在
学
中
に
係
る
費
用
を
対
象
と
し
た

公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

融
資
額
：
一
人
当
た
り
３
５
０
万
円

以
内

金
利
：
年
１
・
65
％ （
固
定
金
利
）

返
済
期
間
：
15
年
以
内

使
い
道
：
入
学
金
、
授
業
料
、
教
科

書
代
、
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
の

敷
金
・
家
賃
な
ど

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
、
優
遇
措

置
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
‐
０
０
８
６
５
６
（
ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
03
‐
５
３
２
１
‐
８
６
５
６

　
石
綿
に
よ
る
疾
病
と
認
定
さ
れ
た

場
合
、
各
種
給
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、

秋
田
労
働
局
労
災
補
償
課
ま
た
は
お

近
く
の
労
働
基
準
監
督
署
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
秋
田
労
働
局 

労
働
基
準
部

 

労
災
補
償
課

☎
０
１
８
‐
８
８
３ 

‐
４
２
７
５

日
時
：
２
月
26
日
土 

15
時
～
20
時

場
所
：
花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー 

調
理

室
（
コ
モ
ッ
セ
内
）

会
費
：
千
円

持
ち
物
：
エ
プ
ロ
ン
、
ス
リ
ッ
パ

定
員
：
15
人

問
鹿
角
国
際
交
流
協
会

☎
22
‐
６
０
８
８

日
時
：
2
月
15
日
火
、
17
日
木

場
所
：
鷹
巣
技
術
専
門
校 

民
間
訓

練
棟
教
室

内
容
：
デ
ジ
タ
ル
化
の
概
要
、
テ
レ

ワ
ー
ク
、
ク
ラ
ウ
ド
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る

デ
ー
タ
解
析
な
ど
の
簡
単
な
デ
ジ
タ

ル
業
務
体
験
。

対
象
者
：
県
内
企
業
、
団
体
に
所
属

し
て
い
る
方

定
員
：
10
人
（
先
着
順
）

申
込
締
切
：
2
月
8
日
火

問
秋
田
県
立
鷹
巣
技
術
専
門
校

☎
０
１
８
６
‐
84
‐
８
３
５
１

自
動
車
の
登
録
手
続
き

不
燃
物
投
棄
場
の
利
用

東
京
寮

募
集
人
数
：
15
人
程
度

ビ
ュ
ー
リ
ー
千
秋

募
集
人
数
：
20
人
程
度

募
集
期
間
：
2
月
7
日
🈷
～
21
日
🈷

（
必
着
）

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
公
益
財
団
法
人 

秋
田
県
育
英
会

☎
０
１
８
‐
８
６
０
‐
３
５
５
２　

期
間
：
3
月
27
日
日
～
4
月
2
日
土

（
6
泊
7
日
）

場
所
：
鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

事
前
説
明
会
：

東
京
（
対
面
） 

2
月
13
日
日 

14
時

～
15
時
30
分

オ
ン
ラ
イ
ン 

2
月
1
日
火
、
7
日

🈷
、
18
日
金 

19
時
～
20
時

※
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
はZ

ズ

ー

ム

oom

で
行
い
ま
す
。

対
象
者
：
小
学
2
年
生
～
6
年
生

定
員
：
日
本
人
小
学
生 

90
人
、
外

国
人
小
学
生 

20
人

応
募
締
切
：
3
月
7
日
🈷

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
公
益
財
団
法
人 

国
際
青
少
年
研
修

協
会 

☎
03
‐
６
８
２
５
‐
３
１
３
０

　
人
材
の
確
保
・
育
成
や
労
働
時
間

の
見
直
し
な
ど
の
労
務
管
理
全
般
の

相
談
、
労
働
関
係
の
助
成
金
の
活
用

な
ど
に
つ
い
て
社
会
保
険
労
務
士
が

無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

日
時
：
2
月
8
日
火
、
3
月
8
日
火

場
所
：
大
館
市
役
所
本
庁
舎 

１
階 

会
議
室
（
相
談
日
に
よ
っ
て
会
議
室

が
異
な
り
ま
す
）

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
各
相
談

日
の
前
日
ま
で
に
秋
田
働
き
方
改
革

推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
秋
田
働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ
ン

タ
ー 

☎
０
１
２
０
‐
６
９
５
‐
７
８
３

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
１
８
‐
８
６
５
‐
５
３
３
５

　
「
筆
界
特
定
制
度
」
と
は
、
法
務

局
が
現
地
に
お
け
る
筆
界
（
境
界
）

の
位
置
を
特
定
す
る
制
度
で
す
。
実

地
調
査
や
測
量
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な

調
査
を
行
っ
た
う
え
、
も
と
も
と

あ
っ
た
筆
界
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

　

隣
接
地
と
の
筆
界
が
分
か
ら
ず

困
っ
て
い
る
方
、
筆
界
に
つ
い
て
隣

地
の
所
有
者
と
意
見
が
一
致
せ
ず
に

困
っ
て
い
る
方
、
隣
地
の
所
有
者
の

所
在
が
不
明
な
ど
の
事
情
で
、
筆
界

の
確
認
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方

は
、
筆
界
特
定
制
度
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
秋
田
地
方
法
務
局
登
記
部
門 

筆

界
特
定
室
（
秋
田
市
山
王
７
丁
目
１

番
３
号 

秋
田
合
同
庁
舎
）

☎
０
１
８
‐
８
６
２
‐
１
４
４
２

国
の
教
育
ロ
ー
ン

自
動
車
の
廃
棄
手
続
き

令
和
４
年
度 

秋
田
県
育
英
会

学
生
寮
入
寮
生
募
集
（
後
期
）

筆
界
特
定
制
度

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応

特
別
相
談
窓
口

デ
ジ
タ
ル
化
支
援
講
習

　
大
里
医
院
で
は
、
保
健
師
・
看
護

師
・
准
看
護
師
免
許
を
お
持
ち
の
方

に
、
安
心
し
て
現
場
に
復
帰
す
る
た

め
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
復
職
し
た
い
け
ど
不
安
が
あ
る
方

や
医
療
の
動
向
に
興
味
が
あ
る
方
、

ブ
ラ
ン
ク
が
長
か
っ
た
た
め
技
術
を

確
認
し
た
い
と
い
う
方
は
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
午
前
の
講
義
は
、
医
療
福

祉
に
係
る
全
て
の
方
が
対
象
の
公
開

講
座
で
す
。
何
度
で
も
受
講
可
能
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
：
２
月
19
日
土 

9
時
～
16
時

（
以
降
毎
月
１
回
開
催
予
定
）

場
所
：
医
療
法
人
春
生
会 

大
里
医

院 

研
修
室

受
講
料
：
無
料

申
込
締
切
：
２
月
16
日
水

※
昼
食
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
履
物
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い

（
２
０
０
円
で
サ
ン
ダ
ル
を
販
売
し

て
い
ま
す
）

問
大
里
医
院 

☎
22
‐
１
２
５
１

石ア
ス
ベ
ス
ト

綿
に
よ
る
疾
病

　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
職
場
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、「
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
対
応
特
別
相
談
窓
口
」
を
開
設
し

ま
す
。
職
場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
に
つ
い
て
、
働
く
人
か
ら
の
相
談

の
み
な
ら
ず
、
企
業
の
担
当
者
か
ら

の
相
談
に
も
対
応
し
ま
す
。

開
設
期
間
：
３
月
31
日
木
ま
で
（
土

日
・
祝
日
を
除
く
）

開
設
時
間
：
8
時
30
分
～
17
時
15
分

開
設
場
所
：
秋
田
労
働
局 

雇
用
環

境
・
均
等
室
（
秋
田
市
山
王
7
丁
目

1
番
3
号 

秋
田
合
同
庁
舎 

４
階
）

問
秋
田
労
働
局 

雇
用
環
境
・
均
等

室 ☎
０
１
８
‐
８
６
２
‐
６
６
８
４

第
46
回
ち
び
っ
こ
探
検
学
校

ヨ
ロ
ン
島

　
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
地
域
を
基
盤
と

す
る
高
齢
者
の
自
主
的
な
組
織
で
す
。

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
市
民
の
方
な

ら
、
ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
、
奉
仕
活
動
、
友
愛
活
動
な

ど
を
通
じ
て
、
生
活
を
豊
か
に
す
る

楽
し
い
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
長

年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
、
地
域
や

仲
間
に
還
元
す
る
こ
と
で
や
り
が
い

や
生
き
が
い
に
繋
が
り
ま
す
。

　
入
会
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
方

を
通
じ
て
で
き
ま
す
が
、
詳
し
く
は
、

鹿
角
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
鹿
角
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務

局
（
福
祉
プ
ラ
ザ
内
） 

☎
22
‐
１
３
３
３

　
令
和
４
年
4
月
1
日
か
ら
、
不
燃

ゴ
ミ
の
受
け
入
れ
施
設
が
、
鹿
角
広

域
行
政
組
合
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
破

砕
処
理
場
（
甚
兵
エ
川
原
）
に
な
り

ま
す
。

　
現
在
、
発
行
済
の
鹿
角
市
不
燃
物

投
棄
場
不
燃
物
処
理
許
可
証
に
つ
い

て
は
、
尾
去
沢
不
燃
物
投
棄
場
の
も

の
で
す
の
で
、
令
和
４
年
３
月
31
日

ま
で
に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
未
使
用
の
処
理
許
可
証
に

つ
い
て
は
、
返
金
で
き
ま
せ
ん
。

問
生
活
環
境
課 

環
境
推
進
班

☎
30
‐
０
２
２
４

保
健
師
・
看
護
師
・
准
看
護

師
の
た
め
の
復
職
支
援
研
修

働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ

ン
タ
ー 

県
北
出
張
相
談
室

老
人
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
ま
せ

ん
か

国
際
料
理
パ
ー
テ
ィ
ー

～
ア
ン
デ
ィ
が
紹
介
し
た
か

っ
た
料
理
で
パ
ー
テ
ィ
ー
し

ま
せ
ん
か
～



魅
力
あ
ふ
れ
る
地
元
企
業
を
紹
介

時
を
超
え
て 
地
域
と
共
に
成
長
す
る
会
社
を
目
指
し
て

鹿
角
の
企
業

鹿
角
の
企
業  

い
い
ね
！

い
い
ね
！

　
わ
が
社
は
、
昭
和
４
年
創
立
で
、
ま

だ
馬
車
が
走
っ
て
い
た
時
代
か
ら
自
動

車
修
理
工
場
を
営
み
、
現
在
は
新
車
・

中
古
車
販
売
、
自
動
車
保
険
、
車
検
、

整
備
、
板
金
塗
装
、
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス

と
ト
ー
タ
ル
カ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
重
機
な
ど
の
特
殊

車
両
や
近
年
増
加
し
て
い
る
輸
入
車
の

整
備
に
も
対
応
で
き
る
最
新
の
設
備
と

技
術
が
あ
り
、
『
地
域
の
動
く
』
を
支

え
て
い
ま
す
。
幅
広
い
年
代
の
社
員
が

助
け
合
い
な
が
ら
、
お
客
様
の
安
心
安

全
を
ご
提
供
し
ま
す
。

代
表 

山
﨑 

正
和
さ
ん

　
『
全
従
業
員
の
成
長
を
追
求
す
る
と

同
時
に
ク
ル
マ
の
あ
る
豊
か
な
人
生
の

実
現
に
貢
献
し
ま
す
』
が
山
崎
自
動
車

の
経
営
理
念
で
す
。
お
客
さ
ま
と
の
繋

が
り
を
通
じ
、
技
術
だ
け
で
な
く
人
と

し
て
成
長
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

社
員
の
誕
生
日
に
は
お
花
と
社
員
全
員

か
ら
の
歌
を
送
る
な
ど
、
仲
間
と
喜
び

を
分
か
ち
合
え
る
関
係
づ
く
り
も
大
切

に
し
て
い
ま
す
。

　

車
社
会
の
鹿
角
だ
か
ら
こ
そ
、
貢

献
で
き
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
社
会
を
よ
り
良
く
す
る
仲
間
と

し
て
共
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
。

会社概要

代表からウチの会社のここがスゴイ！ウチの会社のここがスゴイ！
フロアアシスタント　フロアアシスタント　
　安倍 実希さん　安倍 実希さん

❖所在地　花輪字蒼前平2-1
❖設立　昭和22年3月
❖代表者　山﨑 正和
❖連絡先　☎23-2253
❖ホームページ　https://yamazaki-
automotive.co.jp

代表
山﨑 正和さん

山
崎
自
動
車
工
業
株
式
会
社

　客という立場から社員へと変　客という立場から社員へと変
わり、自分で車を売ることができわり、自分で車を売ることができ
たときにやりがいを感じます。たときにやりがいを感じます。

と
な
り
ま
す
。

と
な
り
ま
す
。

④
遺
言
中
の
訂
正
や
変
更
は
、
遺
言
者

④
遺
言
中
の
訂
正
や
変
更
は
、
遺
言
者

が
そ
の
場
所
を
指
示
し
、
こ
れ
を
変
更

が
そ
の
場
所
を
指
示
し
、
こ
れ
を
変
更

し
た
旨
を
付
記
し
て
署
名
し
、
変
更
場

し
た
旨
を
付
記
し
て
署
名
し
、
変
更
場

所
に
印
を
押
さ
な
け
れ
ば
効
力
が
生
じ

所
に
印
を
押
さ
な
け
れ
ば
効
力
が
生
じ

ま
せ
ん
。

ま
せ
ん
。

⑤
遺
言
書
は

⑤
遺
言
書
は
11
通
に
つ
き
１
名
の
遺
言

通
に
つ
き
１
名
の
遺
言

を
記
載
し
ま
す
。
１
通
の
遺
言
書
に
夫

を
記
載
し
ま
す
。
１
通
の
遺
言
書
に
夫

婦
共
同
で
遺
言
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま

婦
共
同
で
遺
言
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

せ
ん
。

　
こ
れ
ら
の
ル
ー
ル
を
踏
ま
え
た
う
え

　
こ
れ
ら
の
ル
ー
ル
を
踏
ま
え
た
う
え

で
、
遺
言
者
自
身
の
財
産
の
種
類
（
不

で
、
遺
言
者
自
身
の
財
産
の
種
類
（
不

動
産
、
預
貯
金
な
ど
）
や
価
値
な
ど
を

動
産
、
預
貯
金
な
ど
）
や
価
値
な
ど
を

調
べ
、
誰
に
ど
の
財
産
を
ど
れ
く
ら
い

調
べ
、
誰
に
ど
の
財
産
を
ど
れ
く
ら
い

与
え
る
の
か
を
明
確
に
記
載
す
る
こ
と

与
え
る
の
か
を
明
確
に
記
載
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

が
必
要
で
す
。

　
遺
言
書
の
書
き
方
に
は
法
律
上
厳
し

　
遺
言
書
の
書
き
方
に
は
法
律
上
厳
し

い
ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

い
ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

遺
言
書
を
自
分
で
書
こ
う
と
思
っ
た
方

遺
言
書
を
自
分
で
書
こ
う
と
思
っ
た
方

は
、
当
法
律
事
務
所
ま
で
ご
相
談
く
だ

は
、
当
法
律
事
務
所
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

さ
い
。

　
遺
言
の
方
式
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す

　
遺
言
の
方
式
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す

が
、
今
回
は
そ
の
う
ち
最
も
簡
単
に
作

が
、
今
回
は
そ
の
う
ち
最
も
簡
単
に
作

成
で
き
る
自
筆
証
書
遺
言
の
書
き
方
を

成
で
き
る
自
筆
証
書
遺
言
の
書
き
方
を

説
明
し
ま
す
。

説
明
し
ま
す
。

①
遺
言
者
が
、
必
ず
そ
の
全
文
を
自
書

①
遺
言
者
が
、
必
ず
そ
の
全
文
を
自
書

し
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
で
作
成
し
た
も
の

し
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
で
作
成
し
た
も
の

は
無
効
で
す
。
た
だ
し
、
近
年
の
民
法

は
無
効
で
す
。
た
だ
し
、
近
年
の
民
法

改
正
に
よ
り
、
財
産
目
録
だ
け
は
自
書

改
正
に
よ
り
、
財
産
目
録
だ
け
は
自
書

で
は
な
く
パ
ソ
コ
ン
で
作
成
し
た
も
の

で
は
な
く
パ
ソ
コ
ン
で
作
成
し
た
も
の

も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

②
遺
言
書
に
遺
言
者
の
署
名
・
捺
印
が

②
遺
言
書
に
遺
言
者
の
署
名
・
捺
印
が

必
要
で
す
。
印
鑑
は
実
印
の
ほ
か
、
認

必
要
で
す
。
印
鑑
は
実
印
の
ほ
か
、
認

印
や
拇
印
で
も
有
効
で
す
。

印
や
拇
印
で
も
有
効
で
す
。

③
日
付
を
自
書
し
ま
す
。
こ
れ
は
作
成

③
日
付
を
自
書
し
ま
す
。
こ
れ
は
作
成

時
の
遺
言
能
力
の
有
無
や
内
容
の
抵
触

時
の
遺
言
能
力
の
有
無
や
内
容
の
抵
触

す
る
遺
言
書
が
複
数
存
在
す
る
場
合
に
、

す
る
遺
言
書
が
複
数
存
在
す
る
場
合
に
、

最
新
の
も
の
を
確
認
す
る
た
め
に
要
求

最
新
の
も
の
を
確
認
す
る
た
め
に
要
求

さ
れ
る
も
の
で
す
。
日
付
が
確
定
で
き

さ
れ
る
も
の
で
す
。
日
付
が
確
定
で
き

れ
ば
よ
い
の
で
、
「
還
暦
の
日
」
な
ど

れ
ば
よ
い
の
で
、
「
還
暦
の
日
」
な
ど

と
い
う
記
載
も
有
効
で
す
。
し
か
し
、

と
い
う
記
載
も
有
効
で
す
。
し
か
し
、

「
令
和
４
年
２
月
吉
日
」
と
い
う
記
載

「
令
和
４
年
２
月
吉
日
」
と
い
う
記
載

は
、
日
付
が
確
定
で
き
な
い
た
め
無
効

は
、
日
付
が
確
定
で
き
な
い
た
め
無
効

所在地
花輪字下花輪 50 番地
福祉保健センター内（２Ｆ）
相談受付時間
9 時～ 17 時 30 分
※要予約

法テラス鹿角法律事務所

遺
言
書
の
書
き
方 伊東 憲二 弁護士

Kenji Ito

法の広場 問 法テラス鹿角法律事務所 ☎ 050-3383-1416

取
組
内
容

　
川
原
自
治
会
で
は
、
３
６
０
年
以
上

の
歴
史
が
あ
る
「
川
原
大
神
楽
」
の
伝

統
を
継
承
し
て
い
く
た
め
、
市
の
補
助

制
度
を
活
用
し
て
衣
装
を
一
新
し
、
誰

で
も
参
加
で
き
る
よ
う
体
制
を
整
え
、

自
治
会
に
新
た
に
加
入
し
た
世
帯
へ
も

参
加
の
声
掛
け
を
行
う
な
ど
、
後
継
者

の
確
保
・
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
伝
統
行
事
を
継
承
し
て
い
く
た
め
の

体
制
整
備
を
進
め
な
が
ら
、
地
域
住
民

の
交
流
や
親
睦
を
深
め
る
機
会
を
つ
く

る
取
り
組
み
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
力
再
生
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。　

川
原
自
治
会
長
か
ら　

　
「
川
原
大
神
楽
」
は
平
成
３
年
３
月

26
日
に
市
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
、
川
原
自
治
会
住
民
の
さ
ら
な
る

誇
り
と
な
り
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
昨

年
度
に
引
き
続
き
、
今
年
度
も
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
の
た
め
、

月
山
神
社
祭
典
へ
の
奉
納
は
中
止
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
後
も
地

域
へ
の
誇
り
を
醸
成
す
る
こ
と
で
、
自

治
会
の
団
結
と
活
性
化
に
つ
な
げ
る
と

川
原
自
治
会
の
取
り
組
み

◉市役所

川原自治会
34 世帯
約120 人

問 生活環境課
　 コミュニティ推進班
 　☎ 30-0202

川原大神楽の様子
集
落
支
援
員
活
動
事
業

　
集
落
支
援
員
が
、
自
治
会
の
「
状
況

調
査
」
を
行
い
、
調
査
結
果
を
基
に
自

治
会
の
現
状
や
課
題
、
将
来
の
自
治
会

像
な
ど
に
つ
い
て
自
治
会
と
共
に
「
話

し
合
い
」
を
進
め
「
活
性
化
活
動
」
へ

の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

　
小
規
模
な
自
治
会
（
50
世
帯
未
満
）

を
中
心
に
支
援
し
て
い
ま
す
。
活
用
を

検
討
さ
れ
る
自
治
会
は
、
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

集落支援員活動事業報告

　
十
和
田
地
区
の
毛
馬
内
本
町
通
り
で
は
、

　
十
和
田
地
区
の
毛
馬
内
本
町
通
り
で
は
、

建
物
の
軒
先
に
「
こ
も
せ
」
と
呼
ば
れ
る
大

建
物
の
軒
先
に
「
こ
も
せ
」
と
呼
ば
れ
る
大

き
く
張
り
出
し
た

き
く
張
り
出
し
た
庇庇ひ

さ
し

ひ
さ
しが
見
ら
れ
ま
す
。
こ
も

が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
も

せ
は
、
積
雪
時
で
も
買
物
客
が
軒
下
を
歩
け

せ
は
、
積
雪
時
で
も
買
物
客
が
軒
下
を
歩
け

る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
た
雪
国
で
よ
く
見
ら
れ

る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
た
雪
国
で
よ
く
見
ら
れ

る
造
り
で
、
秋
田
県
内
で
は
花
輪
と
毛
馬
内

る
造
り
で
、
秋
田
県
内
で
は
花
輪
と
毛
馬
内

の
み
に
現
存
し
て
い
ま
す
。
「
こ
も
せ
」
は

の
み
に
現
存
し
て
い
ま
す
。
「
こ
も
せ
」
は

「
小
店
」
が
転
じ
た
も
の
で
、
常
設
店
舗
で

「
小
店
」
が
転
じ
た
も
の
で
、
常
設
店
舗
で

あ
る
「
店
」
に
対
し
て
仮
設
店
舗
の
意
味
合

あ
る
「
店
」
に
対
し
て
仮
設
店
舗
の
意
味
合

い
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

い
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
毛
馬
内
本
町
通
り
は
、
盛
岡
藩
の
藩
境
に

　
毛
馬
内
本
町
通
り
は
、
盛
岡
藩
の
藩
境
に

位
置
す
る
こ
と
か
ら
「

位
置
す
る
こ
と
か
ら
「
柏柏か

し
わ
ざ
き
だ
て

か
し
わ
ざ
き
だ
て

崎
館
崎
館
（
毛
馬
内

（
毛
馬
内

城
）
」
の
城
下
町
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。

城
）
」
の
城
下
町
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。

国
境
警
備
の
た
め
の
重
要
な
拠
点
で
あ
り
、

国
境
警
備
の
た
め
の
重
要
な
拠
点
で
あ
り
、

敵
を
待
ち
伏
せ
る
た
め
、
建
物
と
建
物
の
間

敵
を
待
ち
伏
せ
る
た
め
、
建
物
と
建
物
の
間

を
ず
ら
し
て
建
て
死
角
を
つ
く
る
「
武
者
隠

を
ず
ら
し
て
建
て
死
角
を
つ
く
る
「
武
者
隠

し
」
の
面
影
か
ら
、
現
在
で
も
当
時
の
様
子

し
」
の
面
影
か
ら
、
現
在
で
も
当
時
の
様
子

を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
毛
馬
内
は
、
藩
境
の
街
道
沿
い
に

　

ま
た
毛
馬
内
は
、
藩
境
の
街
道
沿
い
に

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
市
も
開
か
れ
る
な
ど
商

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
市
も
開
か
れ
る
な
ど
商

業
が
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
大
正
時
代
に
は
、

業
が
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
大
正
時
代
に
は
、

尾
去
沢
や
小
坂
な
ど
、
近
隣
の
鉱
山
の
繁
栄

尾
去
沢
や
小
坂
な
ど
、
近
隣
の
鉱
山
の
繁
栄

　
市
民
全
員
が
ガ
イ
ド
と
し
て
、
鹿
角
の
魅
力
を
再
発
見
し
、
市
内
外
に
発
信
す
る
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、

市
内
観
光
名
所
や
歴
史
・
文
化
、
産
業
遺
産
な
ど
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

と
共
に
、
交
通
の
要
衝
と
し
て
さ
ら
に
栄
え
、

と
共
に
、
交
通
の
要
衝
と
し
て
さ
ら
に
栄
え
、

約
４
千
人
も
の
人
口
を
擁
し
ま
し
た
。
か
つ

約
４
千
人
も
の
人
口
を
擁
し
ま
し
た
。
か
つ

て
は
造
り
酒
屋
や
醤
油
醸
造
所
な
ど
が
造
ら

て
は
造
り
酒
屋
や
醤
油
醸
造
所
な
ど
が
造
ら

れ
、
通
り
の
裏
手
に
今
も
立
ち
並
ぶ
土
蔵
か

れ
、
通
り
の
裏
手
に
今
も
立
ち
並
ぶ
土
蔵
か

ら
は
、
当
時
の
繁
栄
が
偲
ば
れ
ま
す
。
本
町

ら
は
、
当
時
の
繁
栄
が
偲
ば
れ
ま
す
。
本
町

通
り
で
は
現
在
も
朝
市
が
立
ち
、
こ
も
せ
の

通
り
で
は
現
在
も
朝
市
が
立
ち
、
こ
も
せ
の

下
に
野
菜
や
漬
物
な
ど
が
並
び
、
人
々
の
温

下
に
野
菜
や
漬
物
な
ど
が
並
び
、
人
々
の
温

か
い
や
り
と
り
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

か
い
や
り
と
り
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
本
町
通
り
沿
い
の
建
物
は
老
朽
化
が
進
ん

　
本
町
通
り
沿
い
の
建
物
は
老
朽
化
が
進
ん

で
い
ま
し
た
が
、
情
緒
あ
る
街
並
み
を
よ
み

で
い
ま
し
た
が
、
情
緒
あ
る
街
並
み
を
よ
み

が
え
ら
せ
る
た
め
２
０
１
４
年
に
改
修
が
行

が
え
ら
せ
る
た
め
２
０
１
４
年
に
改
修
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
店
先
の
こ
も
せ
が
復
元
さ
れ
、

わ
れ
ま
し
た
。
店
先
の
こ
も
せ
が
復
元
さ
れ
、

エ
ン
ジ
色
の
ト
タ
ン
屋
根
と
木
製
の
格
子
戸

エ
ン
ジ
色
の
ト
タ
ン
屋
根
と
木
製
の
格
子
戸

に
よ
り
、
統
一
感
の
あ
る
景
観
と
な
り
「
こ

に
よ
り
、
統
一
感
の
あ
る
景
観
と
な
り
「
こ

も
せ
通
り
」
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

も
せ
通
り
」
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
８
月

　

毎
年
８
月
2121
日
か
ら

日
か
ら
2323
日
に
は
、
こ
も
せ

日
に
は
、
こ
も
せ

通
り
を
会
場
に
、
国
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

通
り
を
会
場
に
、
国
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
、
秋
田
県
三
大
盆
踊
り
の
一
つ

に
指
定
さ
れ
、
秋
田
県
三
大
盆
踊
り
の
一
つ

に
も
数
え
ら
れ
る
「
毛
馬
内
盆
踊
り
」
が
開

に
も
数
え
ら
れ
る
「
毛
馬
内
盆
踊
り
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
か
が
り
火
に
浮
か
び
上
が
る

催
さ
れ
ま
す
。
か
が
り
火
に
浮
か
び
上
が
る

風
情
あ
る
街
並
み
が
、
優
雅
な
踊
り
に
一
層

風
情
あ
る
街
並
み
が
、
優
雅
な
踊
り
に
一
層

趣
を
添
え
、
見
る
人
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

趣
を
添
え
、
見
る
人
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

鹿
角
鹿
角
を
知知
る
・
伝伝
え
る

市
民
全
員
ガ
イ
ド
化
計
画

市
民
全
員
ガ
イ
ド
化
計
画

毛
馬
内
こ
も
せ
通
り

毛
馬
内
こ
も
せ
通
り

「
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
気
分
を
味
わ
え
る
商
店
街
」

「
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
気
分
を
味
わ
え
る
商
店
街
」

問 産業活力課 観光交流班 ☎ 30-0248、大湯ストーンサークル館 ☎ 37-3822

　
集
落
支
援
員
活
動
事
業
と
市
の
補
助

制
度
を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

と
も
に
、
月
山
神
社
祭
典
に
欠
か
せ
な

い
当
神
楽
の
伝
統
を
後
世
に
継
承
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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2 月の行事予定（在宅当番医）
カ
レ
ン
ダ
ー
下
部
「
在
宅
当
番
医
」
の
診
察
時
間
：
月
曜
か
ら
金
曜
は
17
時
～
20
時
、
土
曜
は
14
時
～
17
時
、
日
曜
祝
日
は
８
時
30
分
～
17
時

※
か
づ
の
厚
生
病
院
の
入
り
口
は
「
救
急
入
口
」
に
な
り
ま
す
。

日 Sunday 月 Monday 火 Tuesday 水 Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday
1 ２ ３ ４ ５

小坂町診療所
☎ 29-5500

大里医院
☎ 22-1251

大湯リハビリ病院
☎ 37-3511

福永医院
☎ 35-3117

いけがみクリニック
☎ 30-0111

６ ７ ８ ９ 10 11建国記念の日 12

本田医院
☎ 35-3002

小坂町診療所
☎ 29-5500

なかのクリニック
☎ 22-7335

長橋医院
☎ 23-7612

三ヶ田医院
☎ 31-1231

大湯リハビリ病院
☎ 37-3511

鹿角中央病院
☎ 23-4131

13 14 15 16 17 18 19

かづの厚生病院
☎ 23-2111

福永医院
☎ 35-3117

大里医院
☎ 22-1251

本田医院
☎ 35-3002

いけがみクリニック
☎ 30-0111

大湯リハビリ病院
☎ 37-3511

長橋医院
☎ 23-7612

20 21 22 23天皇誕生日 24 25 26

小坂町診療所
☎ 29-5500

三ヶ田医院
☎ 31-1231

鹿角中央病院
☎ 23-4131

なかのクリニック
☎ 22-7335

いけがみクリニック
☎ 30-0111

長橋医院
☎ 23-7612

本田医院
☎ 35-3002

27 28

かづの厚生病院
☎ 23-2111

なかのクリニック
☎ 22-7335

ココアで一息つきながら。今月の新刊。今月の新刊。

　吃音があるぼくは、父
に川へ連れられ、忘れら
れない言葉をかけられま
す。父からかけられた言
葉と美しい川を、ぼくの
心情と一緒に瑞々しく描
いた絵本です。（花輪）

　「聞くこと」の大切さ
について書かれた、知っ
ておくだけで人生をさら
に豊かにしてくれる一冊
です。（花輪）

　飛び跳ねるだけで、自
分で簡単に自律神経を整
える方法を紹介した一冊。
また、自律神経について
説明し、不調の原因など
を解説しています。（十
和田）

　身近な英語にも驚きの
語源があります。英単語
誕生の秘密の裏には、歴
史的な事件や科学、神話
などがありました。ほか
にも、単語だけではなく、
さまざまな教養が身につ
く本です。（十和田）

ぼくは川のように話す
ジョーダン・スコット　文 / シドニー・スミス
　絵 / 原田 勝　訳（偕成社）

LISTEN 知性豊かで想像力がある人になれる 
ケイト・マーフィ　著／篠田 真貴子　監訳／
松丸 さとみ　訳（日経 BP 社）

自律神経となかよくなるぴょんぴょん体操
宮腰 圭　著 ( サンマーク出版 )

アッと驚く英語の語源
小泉 牧夫　著 （サンマーク出版）

「あおぞらぶっく号」が走る
≪今月の移動図書館巡回日≫
○毛馬内コース
　1日火・15日火
○大湯①コース
　3日木・17日木
○大湯②コース
　4日金・18日金
○八幡平コース
　8日火・22日火
○花輪コース
　10日木・24日木
○尾去沢コース
　11 日金・25 日金

問 問 花輪図書館（コモッセ内）☎23花輪図書館（コモッセ内）☎23－－44714471
十和田図書館 ☎35十和田図書館 ☎35－－32393239

人口と世帯（令和 3 年 12 月末現在）

男性：13,842 人

合計：29,169 人
（12,749 世帯）

女性：15,327 人

■無料弁護士相談

■無料弁護士相談

■無料総合相談

■無料相続・登記相談

■出張年金相談

■出張年金相談

■出張年金相談

■シルリハ体操教室
十和田市民センター

■シルリハ体操教室
十和田市民センター

■シルリハ体操教室
福祉保健センター

■シルリハ体操教室
湯都里

■シルリハ体操教室
八幡平市民センター

■シルリハ体操教室
八幡平市民センター

■シルリハ体操教室
尾去沢市民センター

■シルリハ体操教室
尾去沢市民センター

※在宅当番医は変更になる
場合がありますので、事前
に電話または市ホームペー
ジでご確認ください。

テレフォン病院 24 をご利用くだ
さい。
医師・看護師などが、健康や介護
に関する相談をお聞きします。　
☎ 0120-959-783

シル
バーリハビリ体操シル
バーリハビリ体操

住民
主体型

介護予防　みんなで広めよう

　いつでも、どこでも、ひとりでもできる介護
予防体操・シルバーリハビリ体操を紹介します。

モ
デ
ル
：  

中
島 

エ
コ
さ
ん

（
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操

2
級
指
導
士
）

腸
腰
筋
の
強
化
・
転
倒
予
防

ひ
じ
・
ひ
ざ
合
わ
せ

※マスクと水分補給用の飲み物をご準備ください。体調が悪い
場合は参加をお控えください。

今月のシルリハ体操教室
❖時間　13時30分～14時30分

日にち 場所
3 日木、16 日水 福祉保健センター
4 日金、18 日金 大湯温泉保養センター 湯都里
7 日🈷、17 日木 尾去沢市民センター
8 日火、22 日火 十和田市民センター

10 日木、24 日木 八幡平市民センター

空
き
家
の
管
理

　
空
き
家
は
、
個
人
の
財
産
で
あ
り
、

管
理
は
所
有
者
や
管
理
者
が
責
任
を

も
っ
て
行
う
も
の
で
す
。

　
冬
期
間
は
屋
根
の
積
雪
状
況
を
把
握

し
、
適
切
な
除
排
雪
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
万
が
一
、
空
き
家
が
原
因
で
近
隣
の

家
屋
や
通
行
人
な
ど
に
損
害
を
与
え
て

し
ま
っ
た
場
合
、
そ
の
所
有
者
や
管
理

者
が
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
ご
自
身
で
管
理
す
る
こ
と
が
難
し
い

場
合
は
、
親
族
や
ご
近
所
、
業
者
な
ど

へ
相
談
・
依
頼
す
る
な
ど
、
適
切
な
管

理
を
お
願
い
し
ま
す
。

危
険
老
朽
空
き
家
除
却
費
補
助

　
空
き
家
は
所
有
者
に
よ
る
自
己
管
理

が
原
則
で
す
が
、
市
の
実
態
調
査
に
よ

り
、
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る
な
ど
、
危
険

度
・
緊
急
度
が
最
も
高
い
と
判
断
さ
れ

た
『
危
険
老
朽
空
き
家
』
の
所
有
者
に

対
し
、
市
が
解
体
工
事
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

ECO ＆ LIFE 

空
き
家

空
き
家
の
適
正
な

の
適
正
な
維
持
管
理

維
持
管
理
をを

お
願
い
し
ま
す
！

お
願
い
し
ま
す
！
　　

問 あんしん長寿課 介護予防班 ☎ 30-0103

手
順

①
背
も
た
れ
か
ら
背
中
を
離

し
、
両
足
を
し
っ
か
り
床

に
つ
け
ま
す
。

②
両
ひ
じ
を
曲
げ
て
、
胸
の

前
で
構
え
ま
す
。

③
ひ
じ
に
ひ
ざ
を
近
づ
け
る

よ
う
に
、
左
右
交
互
に
脚

を
上
げ
ま
す
。

■シルリハ体操教室
福祉保健センター

■シルリハ体操教室
湯都里

ここがポイントここがポイント
ひ
じ
と
ひ
ざ
は
つ
か
な
く

て
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
ひ

じ
を
下
げ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

体
操
を
動
画
で
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら

●腸腰筋
脚の付け根の奥にある
筋肉で、脚を持ち上げ
たり、姿勢を保持した
りするための重要な筋
肉です。

空
き
家
の
活
用

　
家
は
、
人
が
住
ま
な
く
な
る
と
、
あ
っ
と
い
う
間
に
老
朽
化
が
進
み
ま
す
。

家
屋
の
維
持
の
た
め
、
人
に
貸
し
て
住
ん
で
も
ら
う
の
も
一
つ
の
方
法
で
す
。

　
ま
た
、
売
却
を
希
望
さ
れ
る
場
合
も
、
住
ま
い
を
お
探
し
の
方
へ
紹
介
し
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問 

政
策
企
画
課 
鹿
角
ラ
イ
フ
促
進
班 

☎
30
‐
０
２
０
８

問問  生活環境課 環境推進班  ☎ 30-0224  生活環境課 環境推進班  ☎ 30-0224

制
度
利
用
の
た
め
の
主
な
要
件

・
居
住
目
的
に
建
築
さ
れ
た
家
屋
で
あ

　
る
こ
と

・
「
危
険
老
朽
空
き
家
」
で
あ
る
こ
と

・
建
替
え
や
土
地
の
転
売
、
譲
渡
等
が

　
目
的
で
な
い
こ
と

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

・
前
年
の
所
得
が
４
６
０
万
円
以
下
で

　
あ
る
こ
と
な
ど

※
制
度
の
利
用
を
希
望
す
る
場
合
は
、

　
事
前
に
生
活
環
境
課
に
ご
相
談
く
だ

　
さ
い
。

※
近
所
な
ど
に
管
理
が
さ
れ
て
い
な
い

空
き
家
が
あ
る
場
合
は
、
情
報
提
供
を

お
願
い
し
ま
す
。

■ 3 月 1 日火
　骨密度測定会＆
　ナトカリ比測定会
　13 時 30 分～
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再
生
紙
お
よ
び
植
物
油
イ
ン
キ
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使
用
し
て
い
ま
す
。
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